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1
0 

○
土
砂
災

害
に
つ
い
て
は
、
平
成

23
年
紀
伊
半
島
大
水
害
に
お
け
る
深
層
崩
壊
・
河
道

閉
塞
、

平
成

25
年
伊
豆
大
島
や
平
成

26
年
広
島
で
の
同
時
多
発
的
な
表
層
崩
壊
や
土
石
流
の
発
生

に
よ
る

土
砂
災
害
、
平
成

28
年
北
海
道
・
東
北
を
襲
っ
た
一
連

の
台
風
、
平

成
29

年
九

州

北
部
豪

雨
、
平
成

30
年

7
月
豪
雨
、
令
和
元
年
東
日
本
台
風
に
よ
っ
て
生
じ
た
土
砂
・
洪

水
氾
濫

、
流
木
災
害
等
、

近
年
、

甚
大
な
人
的

・
物

的
被
害
の
発
生
の
み
な
ら

ず
、
地
域

社

会
に
長

期
間
に
わ
た
り
被

災
の
影

響
を
及
ぼ
す

土
砂

災
害
が
頻
発
化
・
顕
在
化

す
る
傾
向
が

見
ら
れ

る
。

 
○
さ
ら
に

、
近
年
の
豪
雨
の

増
加
に

呼
応
す
る
よ

う
に

土
砂
災
害
の
発
生
件
数
に

増
加
傾
向
が

見
ら
れ

、
ま
た
、
平
成

30
年

7
月
豪
雨
で
は
年
平
均

の
約

2.5
倍
に
も
及
ぶ

2,581
件

、

令
和
元

年
東
日
本
台
風
で
は
一
つ
の

台
風
災
害
と
し
て
は
記
録
上
最
多
の

952
件
が
発
生
す

る
等
、

広
域
的
に
土
砂
災

害
が
多
発

す
る
と
と
も
に

、
こ
れ
ま
で
土
砂
災
害
が

少
な
か
っ

た

地
域
で

の
発
生
件
数
・
被
害
の
増
大
が
生
じ
て
い
る

8)。
 

○
大
雨
特

別
警
報
が
発
表
さ

れ
る
よ
う
な

豪
雨
時
に
、

土
砂
災

害
警
戒
区
域

の
指

定
の
対

象
と

な
っ
て

い
な
い
、
又
は
、

指
定

基
準
に
該
当

し
な
い

箇
所

に
お
い
て
、

土
砂
・

洪
水

氾
濫
、

谷
地
形

が
不
明
瞭
な
箇
所

で
の
土

石
流
、
明
瞭

な
地

す
べ
り

地
形
を
呈
さ

な
い

箇
所

で
の
崩

壊
性
地

す
べ
り
と
い
っ
た

、
こ
れ

ま
で
頻
度
の

少
な

か
っ
た

土
砂
移
動
現

象
に

よ
る

土
砂
災

害
が
顕

在
化
し
て
き
て
い
る

8)。
 

○
こ
れ
ら

は
、
気
候
変
動
に

伴
う
豪

雨
の
激
甚
化

に
よ

り
、
こ

れ
ま
で
発
生

件
数

の
少

な
か
っ

た
地
域

に
お
け
る
土
砂
災

害
の
増

大
、
こ
れ
ま

で
頻

度
が
少

な
か
っ
た
土

砂
移

動
現

象
に
よ

る
土
砂

災
害
が
顕
在
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 
○
高
潮
に

つ
い
て
は
、
平
成

30
年
に
は
台
風
第

21
号
に
伴

い
大
阪
湾
で

既
往
最
高
の

潮
位
を

記
録
す

る
高
潮
に
よ
っ
て

浸
水
被

害
が
発
生
す

る
な

ど
、
高

潮
等
の
脅
威

は
勢

い
を

増
し
て

い
る
。

海
面
水
位
が
上
昇

す
れ
ば

、
我
が
国
の

砂
浜

は
平
常

時
か
ら
広
範

囲
に

わ
た

っ
て
影

響
を
受

け
、
高
潮
に
対
す
る
消
波
等
の
機
能
が
低
下
す
る
と
予
測
さ
れ
る
。

 
 

3
.
2
. 

今
後

予
測

さ
れ

る
気

候
変
動

の
影

響
 

○
IPCC

の
報
告
書
で
は
、
現
在
の
よ
う
に
温
室
効
果
ガ
ス
を
排
出
し
続
け
た
場
合
、

21
世

紀

末
に
排

出
量
が
産
業
革
命
以
前
と
比
べ
て
約

2
倍
以
上
に
増
加
し
、
世
界
の
平
均
地
上
気

温

は
、1986

～
2005

年
の
平

均
と
比
べ
て

、
最
も
温
暖
が
進
む
シ
ナ
リ
オ
（
以

下
「

RCP8.5
」

9)と
い
う
。
）
で

2.6
～

4.8
℃
、

21
世
紀
末
に
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出

を
ほ
ぼ
ゼ
ロ

に
し
た
場

合
の
（

最
も
温

暖
化

を
抑
え
た
）
シ

ナ
リ
オ
（
以
下
「

RCP2.6
」

9)と
い
う
。
）
で

0.3
～

1.7
℃

、

そ
れ
ぞ

れ
上
昇
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る

1)。
 

○
ま
た
、

令
和
元
年

9
月
に

IPCC
総
会
で
受
諾
さ
れ
た
海
洋
・
雪
氷
圏
特
別
報
告
書

10)で

は
、2100

年
ま
で
の

1986
年
～

2005
年
に
対
す
る
平
均
海

面
水
位
の
予

測
上
昇
範
囲

は
、

RCP8.5
で
は

0.61
～

1.10m
、

RCP2.6
で
は

0.29
～

0.59m
と
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
報

告
1)か

ら
上
方
修
正
さ
れ
て
い
る
。

 
○
平
均
海

面
水
位
の
上
昇
に
よ
り
、
日
本
の
砂
浜

は
、

RCP2.6
で
約

6
割
、

RCP8.5
で
約

8
割
が
消

失
す
る
可
能
性
が
あ
る
な
ど
国
土
保
全
上
の
懸
念
が
あ
る

11)。
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1
1 

○
さ
ら
に

、
RCP8.5

で
は
、

21
世
紀
末
に
全
世
界
で

の
熱
帯
低
気

圧
の
発
生
総

数
は

3
割

程

度
減
少

す
る
も
の
の
、
日

本
の
南

海
上
か
ら
ハ

ワ
イ

付
近
及
び
メ
キ
シ
コ
の
西

海
上
に
か
け

て
猛
烈

な
熱
帯
低
気
圧
の
出
現
頻
度
が
増
加
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
示
さ
れ

12)、
最

低

中
心
気

圧
の
低
い
台
風
が

日
本
列

島
へ
よ
り
多

く
上

陸
す
る

こ
と
が
、
試

算
結

果
と

し
て
報

告
さ
れ

て
い
る

13)。
 

○
国
土
交

通
省
で
は
、
専
門

家
か
ら
な
る
「

気
候
変
動

を
踏
ま
え
た
治

水
計
画
に

係
る
技
術
検

討
会
」

を
設
置
し
、
治
水

計
画
に

お
い
て
施
設

整
備

等
の
前

提
と
し
て
想

定
し

て
い

る
大
雨

の
規
模

等
が
将
来
ど
の
程
度
増
加
す
る
の
か
な
ど
を
検
証
し
た

14)。
 

○
そ
の
結

果
、
産
業
革
命
以
前
と
比
べ
て
世
界
の
平
均
地
上
気
温

が
4
℃
上
昇
し
た
場
合
は

、

20
世

紀
末
と
比
べ
て

21
世
紀
末
に
は
、
全
国
の
一
級
水
系
で
治
水
計
画
の
対
象
と
す
る
降

雨
量
の

変
化
倍
率
が
約

1.3
倍
、

治
水
計
画
の
目
標
と
す
る
規

模
の
洪
水
の

流
量
の
平
均

値

は
約

1.4
倍
に
な
り
、
洪
水
の
発
生
頻
度
の
平
均
値
は
約

4
倍
と
試
算
さ
れ
た
。
ま
た
、
産

業
革
命

以
前
と
比
べ
て
世
界
の
平
均
地
上
気
温
を

2
℃
に
抑
え
る
シ
ナ
リ
オ
（
パ
リ
協
定
が

目
標
と

し
て
い
る
も
の
）
で
も
、

20
世
紀
末
と
比
べ
て

2040
年
頃
に
は
、
全
国
の

一
級

水

系
で
治

水
計
画
の
対
象
と
す
る
降
雨
量
の
変
化
倍
率
が
約

1.1
倍
、
治
水
計
画
の
目

標
と
す

る
規
模

の
洪
水
の
流
量
の
平
均
値
は
約

1.2
倍
に
な
り
、
洪
水
の

発
生
頻
度
の

平
均
値
は
約

2
倍
と

試
算
さ
れ
た
。

 
○
こ
れ
ら

の
試
算
に
お
い
て

、
気
候

変
動
に
伴
う

影
響

と
し
て

考
え
ら
れ
る
、
各

地
域
に

災
害

を
も
た

ら
す
よ
う
な
降
雨

の
気
象

要
因
や
時
空

間
分

布
の
変

化
に
つ
い
て

は
、

試
行

的
な
検

討
で
は

顕
著
な
影
響
が
確

認
で
き

ず
、
現
時
点

で
定

量
的
に

考
慮
す
る
こ

と
は

で
き

て
い
な

い
。
よ

っ
て
、
こ
の
よ
う

な
降
雨
の
時
空
間
分
布
の

変
化
を
全
国
の
治
水
計
画

に
反
映
す

る

手
法
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

 
○
下
水
道

に
よ
る
都
市
浸
水

対
策
に

つ
い
て
は
、

気
候

変
動
の

影
響
等
に
よ

り
大

雨
等

が
頻
発

し
、
内

水
氾
濫
が
発
生
す

る
リ
ス

ク
が
増
大
し

て
い

る
た
め

、
専
門
家
等

か
ら

な
る

「
気
候

変
動
を

踏
ま
え
た
都
市
浸

水
対
策

に
関
す
る
検

討
会

」
を
設

置
し
、
気
候

変
動

を
踏

ま
え
た

下
水
道

計
画
の
前
提
と
な

る
外
力

の
設
定
手
法
や
下

水
道
に

よ
る
浸
水
対

策
等

に
つ
い

て
検

討
を
行

っ
た
。

 
○
下
水
道

計
画
の
前
提
と
な

る
外
力

の
設
定
に
つ

い
て

は
、
産

業
革
命
以
前

と
比

べ
て

世
界
の

平
均
地

上
気
温
が

4
℃
上
昇
し

た
場
合
は
、

20
世
紀
末

と
比
べ
て

21
世
紀
末

に
は
、
下
水

道
計
画

の
対
象
と
す
る
降
雨
量
の
変
化
倍
率
が
約

1.3
倍
と
試
算
さ
れ
た
。
ま
た
、
産
業

革

命
以
前

と
比
べ
て
世
界
の
平
均
地
上
気
温
を

2
℃
に
抑
え
る
シ
ナ
リ
オ
で
も
、

20
世
紀
末

と

比
べ
て

2040
年
頃
に
は
、
下
水
道

計
画
の
対
象

と
す
る
降
雨

量
の
変
化
倍

率
が
約

1.1
倍

と
試
算

さ
れ
た
。

15)。
 

○
土
砂
災

害
に
つ
い
て
は
、

専
門
家

か
ら
な
る
「

気
候

変
動
を

踏
ま
え
た
砂

防
技

術
検

討
会
」

を
設
け

、
気
候
変
動
に
よ

る
降
雨
特
性

の
変
化
に
よ

り
、
頻
発
化

・
顕
在
化
の

お
そ
れ
が

あ

る
土
砂

災
害
へ
の
適
応
策
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

 
○
同
検
討

会
で
は
、
現
在
土

砂
災
害

警
戒
区
域
等

の
指

定
の
対

象
と
な
っ
て

い
な

い
箇
所
又

は

指
定
基

準
に
該
当
し
な
い

箇
所
に

お
い
て
発
生

す
る

土
砂
・

洪
水
氾
濫
や

崩
壊

性
地

す
べ
り
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等
の
土

砂
移
動
現
象
が
、

今
後
気

候
変
動
に
伴

う
降

雨
特
性

の
変
化
に
よ

っ
て

頻
発

化
・
顕

在
化
す

る
お
そ
れ
が
高
い

た
め
、
こ
れ
ら
の
土
砂
移

動
現
象
の
発

生
の
蓋
然
性

の
高
い
箇
所

の
特
定

や
外
力
の
評
価
等

を
行
い

、
警
戒
避
難

体
制

の
強
化

、
施
設
整
備

等
の

対
策

を
適
切

に
講
じ

る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、

発
生
の
蓋
然

性
の

高
い
箇

所
を
抽
出
し
ハ
ザ

ー
ド
を
特
定

す
る
手

法
を
確
立
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

16)。
 

○
特
に
、

土
砂
・
洪
水
氾
濫

に
つ
い

て
は
、
今
後

気
候

変
動
に

よ
り
降
雨
強

度
が

増
加

し
、
同

時
多
発

的
な
表
層
崩
壊
・

土
石
流

が
発
生
し
や

す
く

な
り
、

こ
れ
と
同
時

に
降

雨
継

続
時
間

が
長
く

な
る
と
、
土
石
流

等
の
発
生

時
に
河
川
流

量
が
増
加
し
て
い
る
蓋
然
性

が
高
く
な
る

た
め
、

土
砂
・
洪
水
氾
濫

の
リ
ス
ク
が

今
後
よ
り
一

層
高
く
な
る
お
そ
れ
が
あ

り
、
現
在
の

対
策
が

十
分
な
も
の
で
あ

る
の
か

再
精
査
を
行

い
、

必
要
な

対
策
を
講
ず

る
こ

と
が

強
く
求

め
ら
れ

て
い
る
。

 
○
ま
た
、

海
岸
保
全
に
つ
い

て
は
、
気
候
変
動
に
よ
っ

て
平
均
海
面

水
位
の
上
昇

や
高
潮
に
よ

る
潮
位

偏
差
や
波
浪
の
強

大
化
等

の
影
響
が
想

定
さ

れ
る
た

め
、
国
土
交

通
省

は
農

林
水
産

省
と
共

同
で
、
専
門
家
か

ら
な
る

「
気
候
変
動

を
踏

ま
え
た

海
岸
保
全
の

あ
り

方
検

討
委
員

会
」
を

設
置
し
、
海
岸
保

全
の
前

提
と
な
る
外

力
の

考
え
方

や
気
候
変
動

を
踏

ま
え

た
対
策

に
つ
い

て
検
討
を
行
っ
た
。

 
○
 同

委
員
会
で
は
、
海

岸
保
全
を
過

去
の
デ
ー
タ

に
基
づ
き
つ

つ
気
候
変
動

に
よ
る
影

響
を
明

示
的
に
考
慮
し
た
対
策
へ
転
換
し
、
整
備
等
を
促
進
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
気
候
変
動
影

響

の
定
量
化
に
向
け
た
更
な
る
検
討
の
必
要
性
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

 
 

1) 
気

候
変
動
に

関
す
る

政
府
間
パ
ネ
ル
（

IPCC
）
：

第
5
次

評
価

報
告
書

統
合
報
告

書
 政

策
決
定

者
向
け

要
約

, 2014 
2) 

気
候

変
動
に

関
す
る

政
府
間
パ
ネ
ル
（

IPCC
）
：

第
5
次

評
価

報
告
書

 第
１
作

業
部

会
報

告
書

 政
策
決

定
者

向
け
要

約
, 2013 

3) 
気

象
庁
ウ
ェ

ブ
サ
イ

ト
「
日
本
の
年
平
均

気
温

」
 

 
 

https://w
w

w.data.jm
a.go.jp/cpdinfo/tem

p/an_jpn.htm
l 

4) 
気

象
庁
ウ
ェ

ブ
サ
イ

ト
「
海
面
水
温
の
長

期
変

化
傾
向

（
日

本
近
海

）
 

 
 

https://w
w

w.data.jm
a.go.jp/gm

d/kaiyou/data/shindan/a_1/japan_w
arm

/japan_w
arm

.htm
l 

5) 
気

象
庁
ウ
ェ

ブ
サ
イ

ト
「
大
雨
や
猛
暑
日

な
ど

（
極
端

現
象

）
の
こ

れ
ま
で

の
変

化
 

 
 

http://w
w

w.data.jm
a.go.jp/cpdinfo/extrem

e/extrem
e_p.htm

l 
 

 
http://w

w
w.bousai.go.jp/updates/h30typhoon7/pdf/310109_1700_h30typhoon7_01.pdf   

6) 
気

象
庁
「「

平
成

30
年

7
月
豪

雨
」
及
び

7
月
中

旬
以
降

の
記
録

的
な
高
温

の
特
徴

と
要
因

に
つ
い

て
」

 
 

 
https://w

w
w.jm

a.go.jp/jm
a/press/1808/10c/h30goukouon20180810.htm

l  
7) 

国
土

交
通
省

「
大
規

模
広
域
豪
雨
を
踏
ま

え
た

水
災
害

対
策

の
あ
り

方
に
つ

い
て

～
複
合
的

な
災
害
に

も
多

層
的
に

備
え

る
緊
急
対
策

 
～

」
対
応
す

べ
き
課

題
・
実
施
す
べ
き
対

策
に

関
す
る

参
考

資
料

 
 http://www.m

lit.go.jp/river/shinngikai_blog/shaseishin/kasenbunkakai/shouiinkai/daikibokouikigouu/pdf/daikibokouiki
gouu_ss1.pdf  

8) 
国

土
交
通
省

「
気
候

変
動
を
踏
ま
え
た
砂

防
技

術
検
討

会
」

第
2
回

、
資

料
2 

9) 
IPCC

第
５

次
評

価
報
告
書
で
は

、
代
表
的
濃

度
経
路

シ
ナ
リ

オ
（
「

RCP
シ

ナ
リ

オ
」
）

が
複

数
用
意

さ
れ
て

い
る

 
10) 

IPCC
：
海

洋
・
雪

氷
圏
に
関
す
る
特
別

報
告
書
 

政
策
決

定
者
向
け

要
約
、

 2019 
11) 

U
do, K

. and Y. Takeda(2017). Projections of future beach loss in Japan due to sea-level rise and uncertainties in  
projected beach loss, Coastal Engineering Jornal, 59, 1740006 

12) 
気

象
庁
気
象

研
究
所

記
者
発
表
資
料
「
地

球
温

暖
化
で

猛
烈

な
熱
帯

低
気
圧

（
台

風
）
の
頻

度
が
日
本

の
南

海
上
で

高
ま

る
」

 
 

https://w
w

w.m
ri-jm

a.go.jp/Topics/H
29/291026_d4pdf/press_291026_d4pdf.htm

l 
13) 

国
土

交
通
省

「
気
候

変
動
を
踏
ま
え
た
海

岸
保

全
の
あ

り
方

検
討
委

員
会
」、

「
気

候
変
動
を

踏
ま
え
た

海
岸

保
全
の

あ
り

方
 

提
言
」

（
令

和
２
年

７
月
）

 
 

https://w
w

w.m
lit.go.jp/river/shinngikai_blog/hozen/index.htm

l 
 

14) 
国

土
交
通
省

「
気
候

変
動
を
踏
ま
え
た
治

水
計

画
に
係

る
技

術
検
討

会
」
、「

気
候

変
動
を
踏

ま
え
た
治

水
計

画
の
あ

り
方

」
提
言
（
令

 
和

元
 
年

10
月
）

 
 

https://w
w

w.m
lit.go.jp/river/shinngikai_blog/chisui_kentoukai/pdf/04_teigenhonbun.pdf 

15) 
国

土
交
通
省

「
気
候

変
動
を
踏
ま
え
た
都

市
浸

水
対
策

に
関

す
る
検

討
会
」、

「
気

候
変
動
を

踏
ま
え
た

下
水

道
に
よ

る
都

市
浸
水
対
策

の
推

進
に
つ

い
て
」
提
言
（
令

和
２
年
６
月
）

 
 

https://w
w

w.m
lit.go.jp/m

izukokudo/sew
erage/content/001350222.pdf 

16) 
国

土
交
通
省

「
気
候

変
動
を
踏
ま
え
た
砂

防
技

術
検
討

会
」

中
間
と

り
ま
と

め
（

令
和
２
年

６
月
）

 
https://w

w
w.m

lit.go.jp/river/sabo/com
m

ittee_kikohendo/200521/chukan_torim
atom

e.pdf 
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○
ま
た
、

大
規
模
自
然
災
害

へ
の

備
え
と
し
て

、
迅
速

に
地

方
公
共
団
体

等
へ
の

支
援

が
行
え

る
よ
う

、
平
成

20
年

4
月
に
国
土
交
通
省
は

TEC-FO
RCE

を
創
設
し
、
被
災
自

治
体

が

行
う
被

災
状
況
の
迅
速
な

把
握
、

被
害
の
拡
大

の
防

止
、
被

災
地
の
早
期

復
旧

等
に

対
す
る

技
術
的

な
支
援
を
円
滑
か
つ
迅
速
に
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、

TEC-FO
RCE

の

創
設
以

来
、
事
前
に
人
員

や
機
材

の
派
遣
体
制

を
確

保
し
、

平
時
よ
り
訓

練
や

研
修

等
を
積

み
重
ね

、
迅
速
か
つ
効
果
的
な
対
応
が
可
能
と
な
る
よ
う

取
組
を
実
施
し
て
き
て
い
る
。

 
○
こ
れ
ま

で
、
創
設
以
来

106
の
災
害
に

延
べ
約

11
万

5
千
人
を
越
え
る
隊
員
を
派
遣
し
て

き
た
。
平
成

23
年
東
日
本
大
震
災
で

は
、
震
災
発
生
の
翌
日
に
は
現
地
に
派
遣
し
、
延
べ

約

1
万

8
千
人
の
出
動
に
よ
り

、
被
災
状

況
の
把
握
、
排
水

活
動
な
ど
早

期
復
旧
に

貢
献
し
た
。

平
成

30
年

7
月
豪
雨
で
は
、
延
べ
約

1
万
人
を
超
え
る
隊
員
を
現
地
に
派
遣
、
令
和
元
年

東
日
本

台
風
は
、
延
べ
約

3
万
人
の
派
遣
と
な
り
過
去
最
大
規
模
と
な
っ
た

。
 

○
災
害
時

の
対
応
に
お
け
る
市
町
村
と
の
合
同
訓
練
の

中
で
、TEC-FO

RCE
の
派
遣
に
関
す

る
連
携

体
制
を
確
認
す
る
な
ど
、
地
方
自
治
体
の
受
援
対
策
の
確
立
も
進
め
て
い
る
。

 
○
人
員
不

足
や
技
術
力
の
低

下
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
都

道
府
県
等
で

、
ダ
ム
再
開

発
工
事
や
出

水
期
中

の
緊
急
的
な
堤
防

の
復
旧

工
事
な
ど
の
高
度

な
技
術
力
等
が

必
要
と
な

る
工
事
を
実

施
で
き

な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
平
成

29
年
河
川
法
を
改
正
し
、
国
土

交
通
大

臣
に
よ
る
権
限
代
行
制
度
が
創
設
さ

れ
、
平
成

29
年
九
州
北
部
豪
雨
や
令
和
元
年

東
日
本

台
風
に
お
い
て
被
災
し
た
堤
防
の
復
旧
等
を
実
施
し
て
き
た
。

 
○
こ
れ
ま

で
も
、
権
限
代
行
制
度
と
し
て
は
、「

大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
に
関
す
る
法
律
」
に

基
づ
く

災
害
復
旧
事
業
の

代
行
等

が
あ
る
が
、

東
日

本
大
震

災
や
熊
本
地

震
の

よ
う

な
著
し

く
異
常

か
つ
激
甚
な
非
常

災
害
が

生
じ
た
場
合

に
限

定
さ
れ

て
い
る
た
め

、
河

川
法

改
正
に

よ
り
、

こ
の
法
律
の
適
用

を
受
け

な
い
災
害
復

旧
工

事
等
に

つ
い
て
も
、

高
度

な
技

術
力
又

は
機
械

力
を
必
要
と
す
る

工
事
は

、
国
等
が
都

道
府

県
等
に

代
わ
っ
て
実

施
す

る
こ

と
を
可

能
と
し

た
。

 
 

5
.
2
. 気

候
変

動
や
近

年
の

水
災
害

を
踏

ま
え
た

対
策
 

○
国
土
交

通
省
で
は
、
こ
れ

ま
で
、

社
会
資
本
整

備
審

議
会
河

川
分
科
会
に

「
気

候
変

動
に
適

応
し
た

治
水
対
策
検
討
小
委
員
会
」
（
平
成

19
年

8
月
）
を
設
置
し
、
「
水
災
害
分
野
に
お

け
る
気

候
変
動
適
応
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
答
申
（
平
成

27
年

8
月
）

3)を
踏
ま

え
、
施

設
の
能

力
を
上
回
る
外
力

に
対
し

て
も
命
を
守

る
た

め
の
施

策
等
を
充
実

さ
せ

て
き

た
。
ま

た
、
平

成
27

年
の
水
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
想
定
最
大
規
模
外
力
に
よ
る
浸
水
想
定
区
域

（
洪
水

、
高
潮
、
雨
水
出
水
）
の
指
定
や
避
難
確
保
計
画
の
策
定
促
進
等
を
行
っ
て
き
た
。

 
○
平
成

27
年

9
月
関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
を
受
け
、「

施
設
の
能

力
に
は

限
界

が
あ
り
、
施
設

で
は
防

ぎ
き
れ
な
い
大
洪

水
は
必

ず
発
生
す
る

も
の

」
と
の

考
え
の
下
、

社
会

全
体

で
ハ
ー

ド
・
ソ

フ
ト
一
体
と
な
っ

た
防
災

・
減
災
対
策

に
取

り
組
む

「
水
防
災
意

識
社

会
」

の
再
構

築
を
推

進
す
る
こ
と
と
し
た
。
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2
3 

○
平
成

28
年

8
月
の
北
海
道
・
東
北
豪
雨
災
害
で
は
、
東
北
地
方
の
県
管
理
河
川
の
氾
濫
で

社
会
福

祉
施
設
、
学
校
、

医
療
施

設
等
の
要
配
慮
者

利
用
施
設

の
入
所
者
が

逃
げ
遅
れ
に

よ

り
犠
牲

と
な
っ
た
こ
と
を

受
け
、
水
防

法
や
河
川
法

を
改
正
し
、

都
道
府
県
が

管
理
す
る
中

小
河
川

に
お
け
る
取
組
を
強
化
し
た
。

 
○
平
成

30
年

7
月
豪
雨
に
お
い
て
は
、
人
的
被
害
に
加
え
て
甚
大
な
経
済
被
害
が
発
生
し
た

こ
と
か

ら
、「

水
防
災
意
識
社
会
」
の
再
構
築
を
加
速
さ
せ
る
た
め
、
緊
急
的
に
実
施
す
べ
き

対
策
を

と
り
ま
と
め
た

4)。
 

○
ま
た
、
平
成

30
年

7
月
豪
雨

の
ほ

か
、
台

風
第

21 
号
、
北

海
道
胆
振
東

部
地
震
を
は

じ
め

と
す
る

近
年
の
自
然
災
害

に
よ
り

、
国
民
の
生

活
・

経
済
に

欠
か
せ
な
い

重
要

な
イ

ン
フ
ラ

が
そ
の

機
能
を
喪
失
し
、
大

き
な

影
響
を
及
ぼ

す
事
態
が
発

生
し
た
こ
と

を
踏
ま
え

、「
重
要

イ
ン
フ

ラ
の
緊
急
点
検
に

関
す
る

関
係
閣
僚
会

議
」

に
お

い
て
、
特
に

緊
急
に

実
施

す
べ
き

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
対

策
に
つ
い
て

、「
防
災
・
減

災
、
国
土
強
靭
化
の
た
め
の

3
か
年
緊
急
対

策
」
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
（
平
成

30
年

12
月

14
日
閣
議
決
定
）
、
令
和

2
年
度
ま
で
の

3
年
間
で

集
中
的
に
実
施
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

 
○
こ
の
中

で
水
災
害
対
策
に

関
し
て

は
、
氾
濫
に

よ
る

危
険
性

が
特
に
高
い

区
間

の
河

川
内
の

樹
木
伐

採
・
土
砂
掘
削
、

バ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
タ
ー
現
象

等
に
よ

り
堤
防
決
壊

が
生

じ
た
場

合
に

人
命
へ

の
危
険
性
が
高
い

箇
所
の

堤
防
強
化
対

策
な

ど
の
ハ

ー
ド
対
策
と

、
ハ

ザ
ー

ド
マ
ッ

プ
等
の

各
種
リ
ス
ク
情
報
の
周
知
な
ど
の
ソ
フ
ト
対
策
を
令
和

2
年
度
ま
で
の

3
年
間
で
一

体
的
か

つ
集
中
的
に
講
じ
て
き
て
い
る
。

 
○
さ
ら
に

、
こ
れ
ら
緊
急
対

策
に
加

え
、
大
規
模

氾
濫

減
災
協

議
会
等
を
活

用
し

、
多

く
の
関

係
者
の

事
前
の
備
え
と
連

携
の
強

化
に
よ
り
、

複
合

的
な
災

害
に
も
多
層

的
に

備
え

、
社
会

全
体
で

被
害
を
防
止
・
軽
減
さ
せ
る
対
策
の
強
化
を
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
。

 
 
5
.
3
. 新

し
い

水
災
害

対
策

の
方
向

性
 

○
気
候
変

動
に
よ
る
将
来
の

予
測
と

し
て
、
短
時
間
強

雨
や
大
雨

の
頻
度
・
強

度
の
増
加
、

総

雨
量
の

増
加
、
平
均
海
面

水
位
の
上
昇
、

潮
位
偏
差

や
波
浪
の
極
値

の
増
加
が

想
定
さ
れ
、

そ
れ
ぞ

れ
の
水
災
害
の
激

甚
・
頻

発
化
に
加
え
、
土

砂
・

洪
水
氾
濫
、
高
潮
・

洪
水
氾
濫
な

ど
複
合

的
な
要
因
に
よ
る
新
た
な
形
態
の
大
規
模
災
害
の
発
生
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
。

 
○
気
候
変

動
の
予
測
に
は
幅

は
あ
る

が
、
長
時
間

を
か

け
て
進

め
る
河
川
整

備
や

ま
ち

づ
く
り

に
つ
い

て
は
、
将
来
の
気

候
変
動

の
変
化
等
を

評
価

し
て
対

策
を
講
じ
始

め
な

け
れ

ば
、
計

画
の
見

直
し
や
追
加
的
な

対
策
の

実
施
に
迫
ら

れ
、

必
要
な

河
川
整
備
に

要
す

る
期

間
が
長

期
化
す

る
お
そ
れ
が
あ
る

な
ど
、
速

や
か
に
気
候

変
動
を
考
慮

し
た
も
の
へ

の
見
直
し
は

急

務
で
あ

る
。

 
○
さ
ら
に

、
気
候
変
動
に
よ

る
水
災

害
の
激
甚
化

・
頻

発
化
に
対
し
、
外
力
の
増

大
に
対
す

る

整
備
の

ス
ピ
ー
ド
を
考
え

る
と
、
従
来
の
管
理
者
主

体
の
河
川
区
域

を
中
心
と

し
た
ハ
ー
ド

整
備
だ

け
で
は
、
計
画
的
に
治
水
安
全
度
を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
容
易
で
な

い
。

 
○
こ
の
た

め
、
従
来
の
管
理

者
主
体

の
事
前
防
災

対
策

を
加
速

さ
せ
る
と
同

時
に

、
降
雨
が
河

川
に
流

出
し
、
さ
ら
に
河

川
か

ら
氾
濫
す
る
、
と
い

う
水
の
流
れ
を
一
つ
の
シ

ス
テ
ム
と

し
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2
4 

て
捉
え

ら
れ
る
よ
う
、
集

水
域
と
河
川
、

氾
濫
域
を

含
む
流
域
全
体
で
、
か
つ

、
こ
れ
ま
で

関
わ
っ

て
こ
な
か
っ
た
流

域
の
関
係

者
ま
で
含
め

流
域
全
員
参

加
で
被
害
を

軽
減
さ
せ
て
い

く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

 
○
流
域
に

目
を
向
け
る
と
、

人
口
減

少
や
少
子
高

齢
化

、
空
き

地
や
耕
作
放

棄
地

の
増

大
が
進

む
中
、「

コ
ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ

ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

」
を
基
本
と
し
た
国
土
形
成
に
よ
り
流
域

の
土
地

利
用
が
大
き
く
変

わ
ろ
う

と
し
て
い
る

。
こ

の
よ
う

に
社
会
が
変

化
し

て
い
る
中
、

国
土
の

土
地
利
用
の
見
直

し
も
踏

ま
え
、
新
た
な
国

土
の

活
用
に
よ
っ
て
水
災

害
に
よ
る
被

害
を
軽

減
さ
せ
る
等
、
水

災
害
リ
ス
ク
を

流
域
内
で

ど
の

よ
う
に
分
担

さ
せ
る

か
も
重
要
な

視
点
と

な
る
。
そ
の
た
め

に
、
水

災
害
リ
ス
ク

を
流

域
の
関
係
者
で
共
有
し
、

水
災
害

対
策

と
土
地

利
用
や
ま
ち
づ
く

り
を
連

動
さ
せ
て
、
水
災

害
に
も
強
い

安
全
・
安
心

な
地
域
づ
く

り
を
行

っ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で

あ
る
。
ま
た

、
貯

留
に
活

用
す
る
新
た

な
場

所
の

確
保
や

土
地
の

遊
水
機
能
等
と
い

っ
た
多

面
的
機
能
の

活
用

な
ど
、

流
域
内
の
既

存
ス

ト
ッ

ク
を
有

効
に
活

用
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

 
○
技
術
面

で
は
、

5G
な
ど
の

情
報
通
信
技

術
の
活
用
や

IoT
、
人
工

衛
星
、
ド
ロ
ー

ン
等
の
新

た
な
手

段
に
よ
る
情
報
の
入
手
と
、
こ
れ
ら
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の

AI
技
術
を
活
用
し
た
情

報

処
理
な

ど
、
情
報
分
野
の

進
展
が

著
し
い
。
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
を

契
機
に

非
接
触
・
リ
モ
ー

ト
型
等

の
デ
ジ
タ
ル

化
が

社
会
的

に
進
展
し
て

い
る

。
こ
れ
ら
の

技
術
を

活
用
し
、
水
災
害

に
関
す
る
情

報
や
知
見
を

共
有
し
持
続

的
に
蓄
積
し

て
い
く
た
め

に
は
、

流
域
の
全
員
が
協

働
し
て
水
災

害
対
策
に
取

り
組
ん
で
い

く
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム

を

構
築
し

、
そ
れ
ぞ
れ
が
情

報
を
共

有
・
活
用
し

て
い

く
こ
と

が
必
要
で
あ

る
。

水
災
害
分
野

に
お
い

て
は
、
水
災
害
リ

ス
ク
の
現
状
把
握
や
評
価

、
予
測
手
法

に
加
え
、
社

会
で
の
水
災

害
リ
ス

ク
の
共
有
、
水
災

害
リ
ス

ク
の
軽
減
方

策
な

ど
水
災

害
対
策
に
関
し
、

多
方
面
か
ら

イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
引
き

起
こ
す

可
能
性
を
秘

め
て

お
り
、
こ
の
よ
う
な
技
術

を
水
災
害
対

策
へ
速

や
か
に
導
入
し
、
対
策
の
高
度
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

 
○
こ
の
よ

う
な
気
候
変
動
や

社
会
の

変
化
、
技
術
革
新

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
分

野
に
お
い
て

今
後
も

様
々
な
変
節
が
起

こ
る
と

考
え
ら
れ
る
中
、

水
災
害
か
ら
人
命
や
社
会

、
国
土

を
守

る
た
め

に
は
、
包
摂
性
の

あ
る
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
水
災
害

に
対

す
る
知

見
や
情

報
を
社
会
で
共
有

し
、
人
口
減
少
と
少
子
高

齢
化
に
お
け

る
新
た
な
国

土
形
成
と

地

域
の
活

力
の
維
持
や
生
産

性
向
上

を
図
り
、
あ
ら
ゆ

る
関
係
者
の

主
体
的
な
参

画
に
よ
り
国

土
の
強

靭
性
と
地
域
の
持
続
可
能

な
発
展
を
確
保
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

 
 

・
国

土
の
強
靭
性

 
想

定
さ

れ
る

最
大

規
模

の
水

災
害

が
最

悪
の

事
態

が
発

生
し

た
と

て
も

、
人

命
被

害
の

回
避

や
経
済
被
害
の
最
小
化
を
図
る
と
と
も
に

、
早
期
に
復
旧
・
復
興
を
実
現
し
、
経
済
活

動
が

機
能
不
全
に
陥
ら
な
い
、
強
く
し
な
や
か
な
国
土
づ
く
り
を
進
め
る

 
・
持
続

可
能
性

 
大
災
害
が
発
生
し
て
も
、
地
域
が
速
や
か
に
復
旧
・
復
興
を
遂
げ
て
持
続
可
能
な
発
展
を

維
持
し
、
さ
ら
に
は
国
際
競
争
力
を
向
上
さ
せ
て
、
我
が
国
の
成
長
戦
略
に
も
寄
与
す
る
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2
5 

・
包
摂

性
 

あ
ら

ゆ
る

分
野

の
あ

ら
ゆ
る

主
体

な
ど

流
域

全
員

が
水

災
害

対
策

に
常

に
意

識
を

持
っ

て
連

携
・

行
動

す
る

と
と
も

に
、

様
々

な
新

技
術

を
防

災
の

観
点

か
ら

融
合

さ
せ

イ
ノ

ベ

ー
シ

ョ
ン
を
起
こ
す

 
の
視

点
を
踏
ま
え
、
水
災
害
対
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

 
 

（
１
）
 
水
災
害
対
策
を
過
去
の
現
象
か
ら
気
候
変
動
を
考
慮
し
た
も
の
へ
転
換

 

○
洪

水
対

策
分
野

に
お

い
て
は

、
様

々
な
不

確
実

性
を
も

つ
事

象
に
つ

い
て

的
確
に

推
計

す

る
手

法
を

開
発

し
て

き
た
。

治
水

計
画
に

お
い

て
は
、

全
国

の
安
全

度
を

公
平
か

つ
効

率

的
に

向
上
さ
せ
る

た
め
、

昭
和

33
年
に
過
去
の
蓄

積
さ

れ
た
観
測
デ

ー
タ
か

ら
極

値
を

評
価

す
る
手
法
の
導
入
に
よ
り
、
既
往
最
大
主

義
か
ら
確
率

主
義
に
転
換

し
た
。
し
か
し
、

気
候

変
動

に
よ

っ
て

こ
れ
ま

で
と

は
異
な

る
現

象
が
将

来
発
生

す
る

こ
と

が
想

定
さ

れ
、

こ
れ

ま
で

の
手

法
で

は
気

候
変

動
に

よ
っ

て
度

々
計

画
の

見
直

し
や

施
設

の
補

強
等

、
非

効
率

な
対

応
が

必
要

と
な
る

。
こ

の
た
め

、
過

去
に
発

生
し

た
現
象

に
基

づ
く
も

の
で

は

な
く

、
あ

ら
か

じ
め

気
候
変

動
に

よ
っ
て

将
来

発
生
す

る
こ

と
が
想

定
さ

れ
る
現

象
を

予

測
し

、
そ
れ
に
基
づ
く
水
災
害
対
策
を
講
じ
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。

 
 

（
２
）
 
「
流
域
治
水
」
へ
の
転
換
 

○
近

年
の

水
災
害

に
よ

る
甚
大

な
被

害
を
受

け
、

施
設
能

力
を

超
過
す

る
洪

水
が
発

生
す

る

こ
と

を
前

提
に

、
社

会
全
体

で
洪

水
に
備

え
る

「
水
防

災
意

識
社
会

」
の

再
構
築

を
進

め

て
き

た
。

今
後

、
こ

の
取
組

を
さ

ら
に
一

歩
進

め
、
気

候
変

動
に
よ

る
影

響
や
社

会
の

変

化
な

ど
を
踏
ま
え
、
住
民
一
人
ひ
と
り
に
至
る
ま
で
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
が
、
意

識
・

行
動

・
仕

組
み

に
防

災
・
減

災
を

考
慮
す

る
こ

と
が
当

た
り

前
と
な

る
、

防
災
・

減
災

が

主
流

と
な

る
社

会
の

形
成
を

目
指

し
、
流

域
全

員
が
協

働
し

て
流
域

全
体

で
行
う

持
続

可

能
な
「
流
域
治
水
」
へ
転
換
す
る
べ
き
で
あ
る
。

 
○
本
答

申
で
は
「
流
域
治
水
」
を
以
下
の
と
お
り
定
義
す
る
。

 
「
河
川

、
下

水
道

、
砂

防
、
海

岸
等

の
管
理

者
が

主
体
と
な

っ
て

行
う

対
策

に
加
え
、

集
水

域
と

河
川

区
域

の
み

な
ら
ず

、
氾

濫
域
も

含
め

て
一
つ

の
流

域
と
し

て
捉

え
、
そ

の
流

域

全
員

が
協

働
し

て
、

①
氾
濫

を
で
き

る
だ

け
防

ぐ
・
減

ら
す

対
策
、

②
被

害
対
象

を
減

少

さ
せ

る
た

め
の

対
策

、
③
被

害
の

軽
減
、

早
期

復
旧
・

復
興

の
た
め

の
対

策
、
ま

で
を

多

層
的

に
取
り
組
む
」

 
・
エ
リ
ア
：
雨
水
が
河
川
に
流
入

す
る
集
水
域

、
河
川
等
の

管
理
者
が
管

理
す
る
区
域
、
河

川
等
の
氾
濫
に
よ
り
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
氾
濫
域

 
・
考
え

方
：
雨
水
、
流
水
及
び
氾
濫
水
、
並
び
に
土
砂
や
高
潮
等
、
災
害
を
引
き
起
こ
す
外
力

の
制
御
に
加
え
、
土
地
利
用
や
ま
ち
づ
く
り
、
住
ま
い
方
の
工
夫
、
災
害
時
の
避

難
、
経
済
被
害
軽
減
や
災
害
後
の
復
旧
・
復
興
等
、
水
災
害
に
備
え
る
社
会
の
行

動
の
強
化
を
含
む
、
水
災
害
の
総
合
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
目
指
す

 

9

matsumoto-h22ad
四角形

matsumoto-h22ad
テキスト ボックス
※５．これまでの取組みを踏まえた今後の水災害対策の方向性　より抜粋



matsumoto-h22ad
線

matsumoto-h22ad
線

matsumoto-h22ad
線

matsumoto-h22ad
線



2
6 

○
な
お

、
土
木
学
会
が
令
和
元
年
東
日
本
台
風
の
発
生
を
受
け
て
設
置
さ
れ
た
調
査
団
に
お

い
て
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
報
告
書
に
お
い
て
も

「
流
域
治
水
」
に
関
し
て
同
様
の
提
言

5)

さ
れ

て
い
る
。
 

 
（
流
域
の
特
徴
を
踏
ま
え
た
総
合
的

か
つ
多
層
的
な
考
え
方
の
導
入
）
 

○
流
域

全
員
の
参
画
の
も
と
、
流

域
の
特
性
に
応
じ
、

 
①
氾
濫
を
な
る
べ
く
防
ぐ
・
減
ら
す
た
め
の
対
策
（
ハ
ザ
ー
ド
へ
の
対
応
）

 
な
る
べ
く
氾
濫
を
防
げ
る
よ
う
治
水
施
設
の
整
備
等
を
進
め
る

 
②
被

害
対
象
を
減
少
さ
せ
る
た
め
の
対
策
（
暴
露
へ
の
対
応
）

 
治

水
施

設
の

能
力

を
上

回
る

大
洪

水
が

発
生

し
た

場
合

を
想

定
し

て
、

被
害

を
回

避
す

る
た

め
の

ま
ち

づ
く

り
や

住
ま

い
方

の
工

夫
な

ど
の

被
害

対
象

を
減

少
さ

せ
る

た
め

の

対
策

 
③
被
害
の
軽
減
・
早
期
復
旧
・
復
興
の
た
め
の
対
策
（
脆
弱
性
へ
の
対
応
）

 
氾
濫
の
発
生
に
際
し
、
的
確
・
適

切
に
避
難
で

き
る
よ
う
に

す
る
た
め
の

体
制
の
充
実

と

い
っ
た
被
害
軽
減
の
た
め
の
対
策
と
、
被
災
地

に
お
け
る
早

期
の
復
旧
・
復
興

の
た
め

の

対
策

 
の

3
要
素
を
総
合
的
か
つ
多

層
的
に
進
め
る
「
流
域
治
水
」
に
流
域
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
む

。
 

 
（
事
前

防
災
対
策
の
加
速
）
 

○
災

害
に

よ
っ
て

人
命

や
経
済

的
な

被
害
を

防
止

す
る
た

め
に

は
、
被

災
後

に
復
旧

・
復

興

を
行

う
事

後
的

な
災

害
対
策

か
ら
、

で
き

る
限

り
事
前

の
備
え

を
充

実
さ

せ
る
事

前
防

災

対
策

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
基
本
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
○
近

年
、
毎

年
の

よ
う

に
激
甚

な
水
災

害
が

発
生

し
、
既

に
気
候

変
動

の
影

響
の
顕

在
化

が

指
摘

さ
れ

て
い

る
。

激
甚
な

水
災
害

が
発

生
し

た
河
川

に
お
い

て
治

水
施

設
の
整

備
は

未

だ
途

上
に

あ
る

が
、

仮
に
施

設
の

整
備
が

完
了

し
て
い

れ
ば

大
幅
に

被
害

の
軽
減

を
果

た

す
こ

と
で

き
た

と
考

え
ら
れ

る
。
今

後
、

気
候

変
動
に

よ
っ
て

更
な

る
豪

雨
の

頻
発

化
・

激
甚

化
や

潮
位

の
上

昇
等
に

よ
り
、

ま
す

ま
す

水
災
害

リ
ス
ク

の
増

加
が

懸
念
さ

れ
る

こ

と
か

ら
、

現
在

の
計

画
に
基

づ
く
治

水
施

設
の

整
備
を

進
め
る

だ
け

で
は

、
計
画

策
定

時

に
想

定
し
た
安
全
度
も
確
保
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

 
○
こ

の
た

め
、
ま

ず
は

計
画
で

位
置
付

け
ら

れ
て

い
る
治

水
対
策

を
加

速
化

し
、
流

域
治

水

の
考

え
方

も
踏

ま
え

て
、
国

、
地

方
公
共

団
体

、
企
業

、
地

域
住
民

等
と

当
面
の

目
標

を

共
有

し
た

う
え

で
、

連
携
を

図
っ

て
効
果

が
高

い
ハ
ー

ド
・

ソ
フ
ト

一
体

と
な
っ

た
実

効

性
の

あ
る
事
前
防
災
対
策
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

 
○
さ

ら
に

、
治
水

計
画

等
に
つ

い
て

「
過
去

の
実

績
に
基

づ
く

も
の
」

か
ら

「
気
候

変
動

に

よ
る

降
雨

量
の

増
加

や
潮
位

な
ど
を

考
慮

し
た

も
の
」

に
転
換

し
、

対
策

の
充
実

と
加

速

を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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令
和

２
年

７
月

９
日
 

      水
管
理
・
国
土
保
全
局
河
川
計
画
課
 

「
気
候
変
動
を
踏
ま
え
た
水
災
害
対
策
の
あ
り
方
」
を
と
り
ま
と
め
 

～
社
会
資
本
整
備
審
議
会
の
答
申
を
公
表
～
 

○
 
本
答
申
で
は
、
激
甚
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
近
年
の
水
災
害
、
気
候
変
動
の
状
況
、
社
会
の
動
向
を
整
理
し

た
上
で
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
踏
ま
え
た
今
後
の
水
災
害
対
策
の
方
向
性
と
新
た
な
水
災
害
対
策
の
具
体
策

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
 

○
 
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
「
水
防
災
意
識
社
会
」
の
再
構
築
の
取
組
を
さ
ら
に
一
歩
進
め
、
気
候
変

動
の
影
響
や
社
会
状
況
の
変
化
な
ど
を
踏
ま
え
て
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
が
協
働
し
て
流
域
全
体
で
対
応
す
る

「
流
域
治
水
」
へ
の
転
換
を
進
め
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
 

【
答
申
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
】
 


 
計
画
・
基
準
類
の
見
直
し
 

過
去
の
降
雨
や
潮
位
の
実
績
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
て
き
た
計
画
を
、
気
候
変
動
に
よ
る
降
雨
量
の
増
加
、

潮
位
の
上
昇
な
ど
を
考
慮
し
た
計
画
に
見
直
す
。
 


 
「
流
域
治
水
」
へ
の
転
換
 

河
川
、
下
水
道
、
砂
防
、
海
岸
等
の
管
理
者
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
治
水
対
策
に
加
え
、
集
水
域
と
河
川

区
域
の
み
な
ら
ず
、
氾
濫
域
も
含
め
て
一
つ
の
流
域
と
し
て
捉
え
、
流
域
の
関
係
者
全
員
が
協
働
し
て
、

以
下
の
対
策
を
総
合
的
か
つ
多
層
的
に
取
り
組
む
。
 

①
 
氾
濫
を
で
き
る
だ
け
防
ぐ
対
策
 

②
 
被
害
対
象
を
減
少
さ
せ
る
た
め
の
対
策
 

③
 
被
害
の
軽
減
、
早
期
復
旧
・
復
興
の
た
め
の
対
策
 

【
公
表
資
料
】
 

 
気
候
変
動
を
踏
ま
え
た
水
災
害
対
策
の
あ
り
方
 

～
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
が
流
域
全
体
で
行
う
持
続
可
能
な
「
流
域
治
水
」
へ
の
転
換
～
 

１
. 答

申
【
本
文
】
 

２
. 答

申
【
概
要
資
料
】
 

答
申
及
び
小
委
員
会
に
関
す
る
資
料
は
、
以
下
の
国
交
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
よ
り
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

https://www.mlit.go.jp/river/shinngikai_blog/shaseishin/kasenbunkakai/shouiinkai/kikouhendou_suigai/index.html 

社
会
資
本
整
備
審
議
会
 河

川
分
科
会
 気

候
変
動
を
踏
ま
え
た
水
災
害
対
策
検
討
小
委
員
会
に
お
い
て
、
気
候
変

動
に
よ
る
降
雨
量
の
増
加
等
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
水
災
害
対
策
等
に
関
す
る
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

今
般
、
答
申
と
し
て
、「

気
候
変
動
を
踏
ま
え
た
水
災
害
対
策
の
あ
り
方
～
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
が
流
域
全
体
で
行

う
持
続
可
能
な
「
流
域
治
水
」
へ
の
転
換
～
」
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
水
管
理
・
国
土
保
全
局
 
河
川
計
画
課
 
河
川
計
画
調
整
室
 
 

室
長
 
 
 
 
森
本
 
輝
 
（
内
線
：
35361）

 

課
長
補
佐
 
 
齋
藤
 
正
徳
（
内
線
：
35352）

 

代
表
：
03(5253)8111 

直
通
：
03(5253)8445 

FAX：
03(5253)1602 
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